
日
は
、
観
音
院
の
凶
政
六
千
日
と
て
、
夜
祭
あ
り
て
群
参
し
‘
家
土

産
K
と
て
此
K
飴
を
山
且
ふ
も
の
移
し
く
.
容
易
く
求
め
符
が
た
く
し

て
・
安
し
く
防
る
も
の
も
多
し
。
さ
れ
ば
羽
越
左
源
次
む
る
も
の
狂

歌
を
よ
め
り
。

観
音
町
の
夜
の
あ
め

巷
叶

金
探
古
蹟
志

家
陀
随
従
す
。
勝
家
滅
亡
の
後
加
賀
図
に
寓
居
し
‘
天
正
+
二
年
能

登
末
森
合
戦
の
時
討
死
す
。
共
子
勇
四
郎
河
北
郡
鈴
見
村
に
幽
居

し
、
剃
髪
し
て
名

E
勇
甫
と
稀
し
、
中
納
言
利
常
卿
の
御
意
に
版
じ
、

毎
度
召
さ
せ
ら
れ
、
恩
賜
の
御
判
書
今
に
停
来
す
。
男
前
の
男
E

絡
を
，退
放
せ
ら
れ
、
子
孫
絶
え
た
り
し
な
ら
ん
。

O
若
松
飴
屋
侍
話

観
音
町
中
程
北
側
K
飴
屋
あ
り
。
社
人
観
音
町
の
御
用
鈴
鹿
と
綿

し、

今
K
至
り
遮
綿
す
。
総
白
地
記
陀
云
ふ
。
従
前
毎
年
七
月
九
日
十

O
若
松
飴
之
傍

観
音
町
飴
屋
体
紀
に
一
式
ふ
。
越
前
国
側
倉
氏
の
末
商
に
て

、
共
組
九

郎
左
術
門
景
紀
は
畑
刷
会
義
哉
の
叔
父
な
り
。
長
紀
の
三
男
衆
来
、
越

前
堀
江
の
郷
K
居
住
し
.
期
江
源
太
兵
衛
と
名
殺
り
、
柴
問
修
理
勝

太
右
衛
門
が
組
な
ら
ん
か
。
町
合
所
留
記

K
・
延
寅
六
年
九
月
軍
備

屋
市
右
街
門
等
雨
入
、
越
後
閤
新
潟
へ
大
豆
調
へ

K
被
ν
む
に
付
、
銀

子
拝
領
被
=
仰
付
プ
と
見
ね
、
資
永
頃
の
舎
町
陀
‘
三
刺
町
豆
腐
屋
市

郎
兵
衛
と
云
者
、
金
潔
追
放
の
事
見
ね
た
り
。
右
市
右
衛
門
市
郎
兵

街
は
、
若
し
く
は
太
右
術
門
が
一
族
に
て
、
世
k

藩
主
の
際
部
用
と

す
る
豆
腐
を
製
造
せ
し
か
ど
、
市
郎
兵
衛
が
罪
科
の
都
あ
り
て
、

金

は
家
の
涯
賃
と
た
し
、
箱
に
納
め
秘
叩
慨
す
。
務
病
を
病
む
入
、
此
鉛

身
を
枕
上
陀
誼
け
ば
、

頓

K
平
癒
す
と
一E
ふ
。
故
陀
介
入
を
求
め
て

借
用
を
乞
ふ
と
い
へ
ど
も
、
今
は
容
易

kmさ
や
と
ぞ
。
と
い
へ
り
。

引
越
罷
在
、
椛
兵
衛
伯
父
丹
M
m
故
級
部
へ
出
入
仕
に
付
て
、
右
之
刷

承
候
山
。
衣
右
衛
門
子
孫
、
於
vTv今
色
町
K
金
屋
次
右
衛
門
と
申
混

在
候
由
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
右
豆
腐
屋
次
右
街
門
は
、
若
し
は

応
さ
き
へ
迭
と
ち
人
の
集
り
て

我
か
ら
さ
き
と
泊
一
り
あ
う
て
叩
H
A

ふ

此
の
狂
歌
主
ば
務
侯
の
一
覧
に
備
へ
け
れ
ば
・
い
た
く
笑
は
せ
ら

れ
・
彼
飴
屋
へ
訟
は
せ
と
宣
ひ
け
る
ゆ
る
勺
則
左
源
攻
持
参
し
て
奥

へ
け
り
と
て
、
今
忙
所
減
す
。
ま
た
此
飴
屋
が
家
に
先
制
鵬
よ
り
の
俳

来
也
と

τ、
松
倉
郷
義
弘
が
作
の
鈴
身
を
減
す
ロ
此
鎗
共
さ
き
知
ら

・
干
し
て
飴
を
起
す
具
と
な
し
世
た
る
を
、
鑑
定
家
之
を
見
付
け
、
今
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